
○ 都道府県は、精神保健福祉法第３５条の２に基づき、訪問支援員の業務を適正に行うために必要な知識・
技能等を修得するための研修を実施する。

○ 都道府県知事が行う研修は、①精神保健、医療及び福祉の現状及び課題、②入院者訪問支援事業の概要、
③入院者訪問支援員として必要な技能についての講義及び演習とする。

○ 研修を修了した者のうち、都道府県知事が選任した者を入院者訪問支援員と定める。

訪問支援員養成研修の概要

訪問支援員養成研修
・訪問支援員としての活動を希望する者が対象
・講義：５時間程度（オンライン受講可）
・演習：６時間程度（原則、対面で実施）
・実施主体：都道府県等
・内容：省令に準拠

訪問支援の意義や訪問支援員の役割等を理解した上で、
訪問支援員として必要な基本的知識を習得する

【講義】

【演習】

講義で得られた基本的知識を基礎としつつグルー

プワークやロールプレイ等を通じて訪問支援員とし

て必要とされるより実践的な知識や技能を習得する

○都道府県等においては、管内の特別区、保健所設置市を含め、養成研修の実施に向けた調整
と養成研修の開催
○特別区、保健所設置市においては、都道府県等が行う養成研修への受講者の派遣
○特別区、保健所設置市において養成研修を実施する場合は都道府県等から委託の上で実施
※予算案のため変更の可能性あり

地域生活支援事業（※）を活用し訪問支援員養成研修を実施する場合


